
能登半島地震と志賀原発の現状
女川原発の再稼働を問う

2024年3月3日（日）
上澤千尋

原子力資料情報室

風の会2024会員のつどい 仙台市戦災復興記念館
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2024年能登半島地震
（激しい揺れ（ユレ），地盤の隆起（ズレ），津波）

志賀原発の状況と影響
（使用済み燃料プール，変圧器，外部電源，地面の変形）
（活断層認定，地震想定，基準地震動Ss，敷地内地盤，事
故時の避難問題）

女川原発の再稼働を問う
（地震想定，基準地震動Ss，耐震性，事故時の避難問題）

お話の内容
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柏崎刈羽原発

志賀原発

2024年1月1日16時10分
本震 M7.6 深さ16km
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石橋克彦 (集英社新書, 2021)
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地震は地下の岩石の破壊現象



52024年1月1日令和6年能登半島地震の震源断層モデル（暫定）
https://www.gsi.go.jp/cais/topic20240101Noto.html

断層モデルの例



M3.5以上の地震と原発周辺の活断層
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防災科研，K-net/KiK-net， 2024年01月01日 令和６年能登半島地震による強震動
https://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/topics/html20240101160813/main_20240101160813.html

震度7！
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K-NET富来(ISK006)  2828Gal
 EW 2678.225, NS 1479.180, UD 1141.720

Galileo Galilei
に由来する加速度の単位
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ISK006富来

ISKH06志賀

ISKH04富来

ISK003輪島

ISKH01珠洲

ISK005穴水

ISK002正院

ISKH02柳田

ISK001
大谷

ISK015大町

9



No 観測点名     最大加速度[Gal]
1 K-NET富来(ISK006)  2828

 EW 2678.225, NS 1479.180, UD 1141.720
2 K-NET輪島(ISK003)  1632
3 K-NET大谷(ISK001)  1469
4 K-NET穴水(ISK005)  1280
5 KiK-net富来(ISKH04)  1220

 地表 56m  EW2 483.666, NS2 617.515, UD2 1201.911
 地下 -60.5m EW1 491.404, NS1 409.792, UD1 506.460

6 KiK-net珠洲(ISKH01) 1007
7 K-NET大町(ISK015)  1001
8 K-NET正院(ISK002)  917 
9 KiK-net志賀(ISKH06) 804

 地表 20m EW2 797.478, NS2 572.938, UD2 320.343
 地下 -180.45 EW1 470.057, NS1 422.708, UD1 331.253

10 KiK-net柳田(ISKH02) 791

2024年16時10分M7.6の地震で観測された地表の加速度

防災科研，K-net/KiK-net， 2024年01月01日 令和６年能登半島地震による強震動
https://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/topics/html20240101160813/main_20240101160813.html10



志賀原発

2024能登半島地震 2024年16時10分M7.6の地震による地表の加速度（志賀原発近く）
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「だいち２号」観測データの解析による令和６年能登半島地震に伴う地殻変動（2024年1月11日更新）
https://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/20240101noto_insar.html

地盤の隆起（国土地理院）
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令和 6 年能登半島地震変動地形調査グループ（日本地理学会）：令和 6 年能登半島地震による海 岸地形変化の検討結果
（第一報），2024 年 1 月 4 日

地盤の隆起（日本地理学会）
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http://disaster.ajg.or.jp/
files/202401_Noto008.pdf

海岸地形変化の検討結果
（1月15日公開）
令和6 年能登半島地震
変動地形調査グループ
（日本地理学会）

地盤の隆起（日本地理学会）
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http://disaster.ajg.or.jp/
http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto008.pdf


第四報 2024年能登半島地震の緊急調査報告（海岸の隆起調査）
https://www.gsj.jp/hazards/earthquake/noto2024/noto2024-04.html

地盤の隆起（産総研）
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http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf

地盤の隆起（日本地理学会） 富来川南岸断層に沿う地震断層の発見
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http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf


http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf

地盤の隆起（日本地理学会）
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http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf

地盤の隆起（日本地理学会）
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http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf

地盤の隆起（日本地理学会）
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志賀原発で起きていること
1号炉の原子炉建屋地下2階で最大加速度399.3Gal
         （水平336.4Gal，鉛直329.9Gal）

1号炉・2号炉とも暫定的な入力地震動の解析により
観測波をもとにした波が0.5秒付近の周期で
バックチェック時の基準地震動Ssを超過

1号炉の燃料プール冷却浄化系ポンプが一時停止

1号炉・ 2号炉の使用済み燃料プールでスロッシングによる水あふれ

1号炉の起動変圧器で配管破損による絶縁油漏えい
   予備電源変圧器に切り替え（赤住線66kV）
2号炉の主変圧器ので配管破損による絶縁油漏えい
   予備電源変圧器に切り替え（志賀原子力線275kV）
赤住線66kV，志賀中能登線500kVで碍子などの損傷確認

津波により，海面水位が3m上昇，1m降下

敷地内の各所で地面・基礎に変形

震央距離68km

震源距離70km

20



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1 敷地地盤観測点位置図 

 

  

敷地地盤観測点 

2号原子炉建屋 

1号原子炉建屋 

https://www2.nra.go.jp/data/000465108.pdf 21
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水平方向 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉛直方向 

 

図1.3 岩盤中（EL-10 ）の観測記録の加速度応答スペクトル 
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観測記録 NS方向（岩盤中（EL-10 ）） 

観測記録 EW方向（岩盤中（EL-10 ）） 

【参考】耐震バックチェック時の Ss－1水平方向（解放基盤表面（EL-10 ）） 

【参考】2014年申請時の Ss－1水平方向（解放基盤表面（EL-10 ）） 
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観測記録 UD方向（岩盤中（EL-10 ）） 

【参考】耐震バックチェック時の Ss－1鉛直方向（解放基盤表面（EL-10 ）） 
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https://www2.nra.go.jp/data/000465108.pdf 22



https://www2.nra.go.jp/data/000465108.pdf

水平方向の入力地震動作成のモデル
（2号炉原子炉建屋の例）
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図 2.2  1号炉原子炉建屋における水平方向の入力地震動の加速度応答スペクトル  
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観測記録 NS方向（入力地震動（EL-7.1 ）） 

 

 

 

【参考】耐震バックチェック時の Ss－1 

NS方向（入力地震動（EL-7.1 ）） 
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観測記録 EW方向（入力地震動（EL-7.1 ）） 

 

 

 

【参考】耐震バックチェック時の Ss－1 

EW方向（入力地震動（EL-7.1 ）） 

 

 

https://www2.nra.go.jp/data/000465108.pdf
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図2.3 2号炉原子炉建屋における水平方向の入力地震動の加速度応答スペクトル  
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観測記録 NS方向（入力地震動（EL-4.7 ）） 

 

 

 

【参考】耐震バックチェック時の Ss－1 

NS方向（入力地震動（EL-4.7 ）） 
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観測記録 EW方向（入力地震動（EL-4.7 ）） 
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地震波が想定値超え



北陸電力 志賀原子力発電所 令和6年能登半島地震に伴う
原子力発電工作物に係る電気関係報告規則第3条に基づく報告（原第55号）
https://www.nra.go.jp/data/000467650.pdf
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使用済み燃料プール浄化系ポンプが停止



志賀原発      1号炉   2号炉
使用済み燃料貯蔵プール
での貯蔵量：     1196体   1789体
貯蔵容量：      1749体   3788体
＜内訳＞ 新燃料 ：  136体   649体
 使用途上の燃料
 照射燃料  ：  20体    68体
 原子炉の燃料 ：   368体   872体
 使用済み燃料 ：  672体   200体

北陸電力の広報への問い合わせをもとに作成

志賀原発の使用済み燃料貯蔵量
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原子力規制庁 令和6年能登半島地震における原子力施設等への影響及び対応
https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf 27

1号炉
変圧器の損傷



原子力規制庁 令和6年能登半島地震における原子力施設等への影響及び対応
https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf 28

1号炉
変圧器の損傷



https://www.da.nra.go.jp/file/NR000283742/000465261.pdf 29

？

？

変圧器の損傷により外部電源にトラブル



原子力規制庁 令和6年能登半島地震における原子力施設等への影響及び対応
https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf 30

物揚場の中央部全体が沈下



原子力規制庁 令和6年能登半島地震における原子力施設等への影響及び対応
https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf 31

構造物の基礎が損傷



原子力規制庁 令和6年能登半島地震における原子力施設等への影響及び対応
https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf 32

敷地内の道路が変形
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■1号炉における地震の影響

①使用済燃料プール冷却浄化系ポンプが一時停止した（約30分後に再起動した）。プール水温は29.5
度で変化なし。当初は電源電圧の異常で停止したと北陸電力は説明していたが、現在はスキマサージタ
ンクの水位の低下によるものと推定している。

②起動変圧器から3600リットルの絶縁油が漏れた。これにより起動変圧器が使えなくなったため手動
で予備電源変圧器に切り替えて赤住線（66kV）から受電した。地震発生時には放圧板が動作した。
No.4放熱器で上部配管接続部の損傷と補強板とフィンの接続部に割れ、No.1〜3、No.5〜6放熱器には
補強板とフィンの接続部にひび割れが見つかった。コンサベータ（変圧器内の絶縁油が温度の変化で膨
張する量を吸収するタンク）の内部のゴム袋が揺れによって損傷した可能性がある。

③所内変圧器および主変圧器の放圧板が地震の揺れにより動作して開放した。

④使用済み燃料プールの水が地震によるスロッシングでオペレーションフロアに飛散した（約95リット
ル、約17100Bq）。

⑤タービン補機冷却水系サージタンクの水位が低下した。原子炉建屋・タービン建屋の換気空調系の冷
却コイルが損傷して冷却水が漏えいしたため。

⑥放水槽の周囲（全周約108m）に設置された防潮堤（高さ4m）の南側壁が数センチ傾斜した。防潮
堤のコンクリート基礎部が地震の影響で数センチ沈下した。補機冷却側連絡通路付近の道路に空隙が見
つかった。

⑦純水タンクの水位が低下した。屋外の埋設配管から漏えいを確認された。

⑧高圧電源車アクセスルート付近の道路の3箇所に数センチの段差が発生した。

⑨1月16日に発生した地震により志賀町で震度5弱を計測したことによる保安確認措置として、高圧炉
心スプレイディーゼル発電機の試運転をしたところ、自動停止するトラブルが発生。



34

■2号炉における地震の影響

⑩主変圧器から絶縁油が漏えいした（回収された油量は約19800リットル）。予備電源変圧器に自動で
切り替わって志賀原子力線（275kV）から受電。噴霧消火設備が自動起動した（火災の発生はなし）。
放圧板が動作した。No.11冷却器上部配管接続部に損傷、No.1〜No.10冷却器上部配管接続部に塗装ひ
び割れ、コンサベータと放圧管を接続する配管の損傷が見つかった。

⑪励磁電源変圧器の放圧弁が動作し、堰内に絶縁油が約100リットル漏えいした。

⑫使用済み燃料プールの水が地震によるスロッシングにより飛散した（約326リットル、約4600Bq）。

⑬地震の揺れにより、低圧タービンにて「伸び差大」の警報発生。スラスト軸受けに過剰な力が加わり
タービン翼が損傷した可能性が高い。

⑭使用済み燃料プール内に保管してあった原子炉冷却材再循環ポンプのインペラ・シャフト検査装置水
中TVカメラユニットケーブルカバー（ポリエステル製）の一部がプールの底に落下。

⑮本震による津波が到達したため、取水槽内の海面水位が約3m上昇し（17時47分）、約1m低下し
（17時52分）ていたことがデータにより確認された。

■1・2号炉の共通設備における地震の影響

⑯1号炉と2号炉の廃棄物処理建屋を接続するゴム製のシール部材（エキスパンション）を覆う金属製
のカバーが脱落しているのが見つかった。

⑰物揚場の埋め立て部（中央部）の舗装コンクリート全体が沈下し、護岸とのあいだに最大35センチ
段差が発生した。



志賀2号炉の取水設備
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志賀原発の事故・トラブルと敷地内活断層

敷地内活断層が動いた？
36
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志賀原発 2014年8月28日
原子炉設置変更許可申請書
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志賀原発 2014年8月28日
原子炉設置変更許可申請書
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マグニチュードを
大きめに
想定していたが
観測値に超えられた



志賀原発 2014年8月28日
原子炉設置変更許可申請書
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志賀原発 2014年8月28日
原子炉設置変更許可申請書
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志賀原発 2014年8月28日
原子炉設置変更許可申請書
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設置許可時
（水平）[Gal]

新規制基準の
基準地震動Ss[Gal]

解放基盤表面
S波700m/s

地震基盤相当面
S波3000m/s

施設名 S1 S2 水平 鉛直 [m(標高)] [m(標高)]
泊 226 370 540 500 0 -2000
大間 210 450 917 596 -230 -2210
東通 230 375 654 445 2 -2987
女川 250 375 1000 600 -8.6 -42.8
東海第二 180 270 1009 736 -370 -677
柏崎刈羽1〜4 300 450 2300 1050 -284 -2719
柏崎刈羽5〜7 300 450 1209 650 -134 -2613
浜岡3 300 450 2094 669 -14 -3550
浜岡4/5 450 600
志賀 375 490 1000 600 -10 -1190
敦賀 365 532 800 533 -10 -88
美浜 270 405 993 577 0 -450
大飯 270 405 856 613 0 0
高浜1/2 270 360 700 485 2 2
高浜3/4 270 370 700 485 2 2
島根2 320 398 820 547 -10 -955
島根3 320 456
伊方 330 450 650 485 10 10
玄海 188 370 620 485 -15 -1804
川内1 180 270 620 402 -18.5 -1018.5
川内2 189 372 620 402 -18.5 -1018.5
六ヶ所再処理 230 375 700 467 -70 -3045

原発と核燃料施設の模擬地震動の最大加速度一覧
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さて，女川原発ではどうなっているか
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女川原発
敷地内の断層

女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原発
敷地内の断層

女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf

これを検討しなくてはいけない！

次ページの訂正をご覧ください
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訂正

第13回宮城県安全性検討会（H29.11.1）の資料より
https://www.pref.miyagi.jp/documents/10421/649477.pdf

前ページでの大きな断層を見逃しているという説明について，風の会の舘脇さんから，
下記の資料がありすでに検討済みであることを教えていただきました．訂正いたします．
しかし，揺れの評価の手法に志賀原発と同様の問題があることは変わりません．

https://www.pref.miyagi.jp/documents/10421/649477.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf
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女川原子力発電所2号炉 基準地震動の策定について
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20190927_11.pdf

女川原発の基準地震動
（応答スペクトル）
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20210811
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20211118_01.pdf
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20210811
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20211118_01.pdf
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20210811
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20211118_01.pdf
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20210811
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20211118_01.pdf
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20210811
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20211118_01.pdf
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20210914
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20210914_04.pdf
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20210914
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20210914_04.pdf
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20210914
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/topics/pdf/20210914_03.pdf



2024年能登半島地震
（激しい揺れ（ユレ），地盤の隆起（ズレ），津波）
志賀原発の状況と影響
（使用済み燃料プール，変圧器，外部電源，地面の変形）
（活断層認定，地震想定，基準地震動Ss，敷地内地盤，事故時の避難問題）
女川原発の再稼働を問う
（地震想定，基準地震動Ss，耐震性，事故時の避難問題）

まとめ

66

活断層の連動・誘発地震→再評価が必要

原発では地震による地殻変動が検討されていない
地震動の算定において過小な評価

女川原発は再稼働してはいけない！

地震による原発事故災害時の避難の困難さ



67

予備のスライド



用語解説 基準地震動（Ss）
「基準地震動」ってなんですか？
簡単にいうと、設計ないしは安全確認の基準となる模擬計算でつくられた
地震のゆれの大きさ・強さ、のことです。目に見える形としては、地震波
形（時刻歴波形）や固有周期ごとの応答値（応答スペクトル）のグラフで
あらわされることがあります。ゆれの大きさの最大値（最大加速度）を、
「最大加速度は1000Gal（ガル）」などといって、指標として代表させる
こともあります。水平方向、鉛直方向それぞれつくりますが、１組だけの
施設もあれば、20組以上も地震波形を作成するサイトもあります。

「基準地震動」ということばの出所は？
「基準地震動」ということばを、原子力規制委員会はどう定めているで

しょうか、規則・告示などをみておきましょう。
原子力規制委員会が決定した規則「実用発電用原子炉及びその附属施設

の位置、構造及び設備の基準に関する規則」（2013年６月28日）の「地
震による損傷の防止」の内容が書かれた第４条３項に「基準地震動」とい
うことばがでてくるのが実質的に最初です。そこには、「耐震重要施設は、
その供用中に当該耐震重要施設に大きな影響を及ぼすおそれがある地震に
よる加速度によって作用する地震力(以下「基準地震動による地震力」と
いう。)に対して安全機能が損なわれるおそれがないものでなければなら
ない」とあります。「供用中に当該耐震重要施設に大きな影響を及ぼすお
それがある地震による加速度」が「基準地震動」らしいと推測できます。

『原子力資料情報室通信』第518号（2017/8/1）より 68

https://cnic.jp/7620


別のところにある記述としては、2013年６月19日の原子力規制委員会決定
に「基準地震動及び耐震設計方針に係る審査ガイド」という原子力規制庁職員
が原発の審査の際の指針として使う内規がありますが、そこに直接「基準地震
動」を定めているものはなく、用語の定義のなかに紛れて、基準地震動は
「『発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針 平成18（2006）年9月19日
原子力安全委員会決定』における基準地震動Ssの規定と同様」とされています。

2006年の耐震設計審査指針を確かめると、「５．基準地震動の策定」の見出
しのすぐあとに「施設の耐震設計において基準とする地震動は、敷地周辺の地質
・地質構造並びに地震活動性等の地震学及び地震工学的見地から施設の供用期間
中に極めてまれではあるが発生する可能性があり、施設に大きな影響を与えるお
それがあると想定することが適切なものとして策定しなければならない。（以下、
この地震動を「基準地震動Ss」という）」と定義されています。

用語解説 基準地震動（Ss） つづき

69



用語解説 基準地震動（Ss） つづき

なにに使うの？
原子力発電所や核燃料関連施設の耐震性の評価につかいます。本来なら、

施設の耐震設計の評価計算につかうものでしょうが、現在は新基準適合性
審査においての耐震性のチェック用の地震動となっています。

すべての原発・核燃料関連施設で、建設したときよりも大きな地震動を
つくって基準地震動として設定しています。それらの基準地震動に耐えら
れると評価された施設は、以前より耐震性があがって安全になったのでし
ょうか？ なかには配管類に支持装置を増やしたり、壁を補強したりして
実物の耐震性を高めたケースもあります。しかし、計算に使うモデルを変
更したり、ゆれに対する抵抗係数（減衰定数）をより大きなものに変更し
たりして計算し直した結果、より大きな基準地震動に対してもクリアでき
たという、見かけ上の耐震補強である場合が多いようです。
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用語解説 基準地震動（Ss） つづき

だれがどうやって決めるの？
電力会社などの事業者が施主となって、地質・建設のコンサルタントが

基準地震動を策定する作業を請け負い、地震の調査、活断層の調査、敷地
内外の地質の調査などをおこなって、想定する地震の規模、震源から敷地
へのゆれの到達経路（減衰）、敷地の地下から施設の床面への伝達状況な
どを順々に決めていきます。

「基準地震動及び耐震設計方針に係る審査ガイド」には、「敷地ごとに
震源を特定して策定する地震動」と「震源を特定せず策定する地震動」が
「応答スペクトルに基づく方法」ないしは「断層モデルに基づく方法」と
よばれる方法によってつくられて、審査される流れ図が載っています。
「敷地ごとに…」の場合には、地震の発生するメカニズム（海洋プレート
境界、海洋プレート内、内陸地殻内）ごとに，それぞれ検討することにな
っています。
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用語解説 基準地震動（Ss） つづき

具体的な基準地震動のつくりかたはいろいろあり、地震の規模であるマグ
ニチュードを決めるにも過小評価になるケースがあります。活断層の長さか
らマグニチュードを決めるには、これまでの経験から統計的に作成した計算
式（回帰式）をつかいます。物理的な理論背景をもった計算式ではないので
ドンピシャの値はでてきません。こういう式をつかって計算すると中間的・
平均的な値がでてくるので、それを原発での安全評価に用いようとするなら、
もっと大きな規模のマグニチュードの地震が起こりうることにつねに配慮す
る必要があります。

活断層から地震規模を求める方法に対して、断層面積から地震の規模を推
定する方法があります（三宅・入倉の式など）。地震は、地下での岩石の破
壊現象です。地下での岩石の破壊は面的な広がりで起こり、平面的ではなく
でこぼこした曲面に沿って破壊し、しかも破壊のしかたも不均質です。地震
動を計算するには、平面的な断層面を破壊面として仮定し、不均質性はアス
ペリティ（強震動発生領域）などを配置することで想定します。断層面積か
ら地震規模を求める場合、地震観測結果がある場合には、その断層面がどの
ような傾斜で、深さと長さ，不均質の程度などの情報がえられ、地震規模を
再現することができます。
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用語解説 基準地震動（Ss） つづき

しかし、事前の情報として活断層の長さしかわからない場合には、地
震規模を大きく過小評価する可能性が指摘されました。

前原子力規制委員会委員長代理の島崎邦彦さんは、電力会社（関西電
力，九州電力、四国電力）がそのような方法のひとつを採用して基準地
震動を策定した結果、大きな過小評価がなされていることに気がついて
規制委員会に是正を求めました（島崎邦彦さんの問題提起に関しては
2016年9月1日発行の『原子力資料情報室通信』第507号に、その後の経
過なども含めて長沢啓行さんが詳しく書かれています）。

活断層から基準地震動をつくる手順のひとつに地震調査研究推進本部
の地震調査委員会がつくった「震源断層を特定した地震の強震動予測手
法（「レシピ」）」というものがあり、最新のものは2017年４月に改定
されたものです。地震断層（面）の情報が地震の以前に詳しくわかって
いない場合には、活断層の長さだけから推定する方法（松田の式など）
を使うべきで、当てずっぽうに断層面積から推定すると大きな過小評価
を招くことがあきらかになったため、そのような注意喚起の上、修正さ
れました。電力会社は、まだこの手法を採用する気配はありません。過
小な評価のままです。

73ほかにも過小評価となる場合がいくつも潜んでいる



石橋克彦 (集英社新書, 2021)

74

地震は地下の岩石の破壊現象



http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf

地盤の隆起（日本地理学会）

75



http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf

地盤の隆起（日本地理学会）
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原子力規制庁 令和6年能登半島地震における原子力施設等への影響及び対応
https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf 78
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用語解説 基準地震動（Ss） つづき

80



気象庁，強震予測について
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/kyoshin/kaisetsu/index.html 81
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気象庁，強震予測について
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/kyoshin/kaisetsu/index.html
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能登半島地震と海底活断層
片川ほか（2005）に文字を加筆した．活断層はいずれも逆断層であり，断層面の傾斜方向を▼
で示した．F14〜F16は連続するひとつの活断層であり，2007年能登半島地震の起震断層であ
るが，論文では3つに区切られている．なお，この図には褶曲（背斜・向斜）も示されているが，
これらも断層運動に起因する地質構造であると考えられる．
原発建設における特殊な活断層評価−変動地形学の視点から
渡辺満久（東洋大学社会学部），『原子力資料情報室通信』
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